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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成20年10月2日(2008.10.2)

【公開番号】特開2001-210122(P2001-210122A)
【公開日】平成13年8月3日(2001.8.3)
【出願番号】特願2000-20831(P2000-20831)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｖ   8/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/30     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/66     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  29/786    (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｖ   8/00    ６０１Ｄ
   Ｆ２１Ｖ   8/00    ６０１Ｅ
   Ｇ０２Ｆ   1/133   ５３５　
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３３６Ｊ
   Ｇ０９Ｆ   9/30    ３３８　
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｅ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ａ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６６０Ｖ
   Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｎ   5/66    １０２Ａ
   Ｇ０２Ｆ   1/13357 　　　　
   Ｈ０１Ｌ  29/78    ６１２Ｂ
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月20日(2008.8.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導光板と、
　前記導光板のエッジ部に配置された複数の発光手段と、
　前記複数の発光手段を点灯、消灯制御する制御手段と、
　前記導光板の光出射側に配置された液晶表示パネルとを具備し、
　前記制御手段は、前記発光手段の点灯、消灯を、前記液晶表示パネルの画像書き込み位
置に対応して行うことで、前記液晶表示パネルに黒表示を表示させることを特徴とする液
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晶表示装置。
【請求項２】
　第１の導光板と、
　前記第１の導光板に光束を入力する第１の発光手段と、
　第２の導光板と、
　前記第２の導光板に光束を入力する第２の発光手段と、
　前記第１の発光手段および前記第２の発光手段を点灯、消灯制御する制御手段と、
　前記第１の導光板と第２の導光板の光出射側に配置された液晶表示パネルとを具備し、
　前記制御手段は前記第１および第２の発光手段の点灯、消灯を、前記液晶表示パネルの
画像書き込み位置に対応して行うことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　導光板と、
　前記導光板の実質上、上端部に配置または形成された第１の発光手段と、
　前記導光板の実質上、下端部に配置または形成された第２の発光手段と、
　前記第１の発光手段および前記第２の発光手段を点灯、消灯制御する制御手段と、
　前記導光板の光出射側に配置された液晶表示パネルとを具備し、
　前記制御手段は前記第１および第２の発光手段の点灯、消灯を、前記液晶表示パネルの
画像書き込み位置に対応して行うことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　前記液晶表示パネルは、ＯＣＢモードの液晶表示パネルであることを特徴とする請求項
１～３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記導光板の非点灯部の面積Ｓ１と点灯部の面積Ｓ２との関係は、０．１≦Ｓ２／Ｓ１
≦０．８の関係を満足することを特徴とする請求項１または３に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１の導光板及び第２の導光板における非点灯部の面積Ｓ１と点灯部の面積Ｓ２と
の関係は、０．１≦Ｓ２／Ｓ１≦０．８の関係を満足することを特徴とする請求項２に記
載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記複数の発光手段は、白色ＬＥＤであることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示
装置。
【請求項８】
　前記第１及び第２の発光手段は、白色ＬＥＤであることを特徴とする請求項２または３
に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記液晶表示パネルの画像書込み位置が画面の上半分では、前記第１の発光手段を消灯
させ、前記第２の発光手段を点灯させ、
　前記液晶表示パネルの画像書込み位置が画面の下半分では、前記第１の発光手段を点灯
させ、前記第２の発光手段を消灯させることを特徴とする請求項２または３に記載の液晶
表示装置。
【請求項１０】
　前記導光板は、上下端から中央に向かって連続的に厚みが小さくなることにより、側面
から見た断面がくさび状であることを特徴とする請求項３記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記第１の発光手段と前記第２の発光手段の点灯時間を加えた時間Ｔ1は、前記液晶表
示パネルが１画面を書き換える時間ｔに対して、（１／４）≦Ｔ1／ｔ＜（３／４）の関
係を満足することを特徴とする請求項２または３に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記液晶表示パネルの書き換え周期は７０Ｈｚ以上１５０Ｈｚ以下であることを特徴と
する請求項１～１０のいずれかに記載の液晶表示装置。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【００１１】
　【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために、
　第１の本発明は、導光板と、
　前記導光板のエッジ部に配置された複数の発光手段と、
　前記複数の発光手段を点灯、消灯制御する制御手段と、
　前記導光板の光出射側に配置された液晶表示パネルとを具備し、
　前記制御手段は、前記発光手段の点灯、消灯を、前記液晶表示パネルの画像書き込み位
置に対応して行うことで、前記液晶表示パネルに黒表示を表示させることを特徴とする液
晶表示装置である。
　また、第２の本発明は、第１の導光板と、
　前記第１の導光板に光束を入力する第１の発光手段と、
　第２の導光板と、
　前記第２の導光板に光束を入力する第２の発光手段と、
　前記第１の発光手段および前記第２の発光手段を点灯、消灯制御する制御手段と、
　前記第１の導光板と第２の導光板の光出射側に配置された液晶表示パネルとを具備し、
　前記制御手段は前記第１および第２の発光手段の点灯、消灯を、前記液晶表示パネルの
画像書き込み位置に対応して行うことを特徴とする液晶表示装置である。
　また、第３の本発明は、導光板と、
　前記導光板の実質上、上端部に配置または形成された第１の発光手段と、
　前記導光板の実質上、下端部に配置または形成された第２の発光手段と、
　前記第１の発光手段および前記第２の発光手段を点灯、消灯制御する制御手段と、
　前記導光板の光出射側に配置された液晶表示パネルとを具備し、
　前記制御手段は前記第１および第２の発光手段の点灯、消灯を、前記液晶表示パネルの
画像書き込み位置に対応して行うことを特徴とする液晶表示装置である。
　また、第４の本発明は、前記液晶表示パネルは、ＯＣＢモードの液晶表示パネルである
ことを特徴とする第１～第３の本発明の液晶表示装置である。
　また、第５の本発明は、前記導光板の非点灯部の面積Ｓ１と点灯部の面積Ｓ２との関係
は、０．１≦Ｓ２／Ｓ１≦０．８の関係を満足することを特徴とする第１～第３の本発明
の液晶表示装置である。
　また、第６の本発明は、前記第１の導光板及び第２の導光板における非点灯部の面積Ｓ
１と点灯部の面積Ｓ２との関係は、０．１≦Ｓ２／Ｓ１≦０．８の関係を満足することを
特徴とする第２の本発明の液晶表示装置である。
　また、第７の本発明は、前記複数の発光手段は、白色ＬＥＤであることを特徴とする第
１の本発明の液晶表示装置である。
　また、第８の本発明は、前記第１及び第２の発光手段は、白色ＬＥＤであることを特徴
とする第２または第３の本発明の液晶表示装置である。
　また、第９の本発明は、前記液晶表示パネルの画像書込み位置が画面の上半分では、前
記第１の発光手段を消灯させ、前記第２の発光手段を点灯させ、
　前記液晶表示パネルの画像書込み位置が画面の下半分では、前記第１の発光手段を点灯
させ、前記第２の発光手段を消灯させることを特徴とする第２または第３の本発明の液晶
表示装置である。
　また、第１０の本発明は、前記導光板は、上下端から中央に向かって連続的に厚みが小
さくなることにより、側面から見た断面がくさび状であることを特徴とする第３の本発明
の液晶表示装置である。



(4) JP 2001-210122 A5 2008.10.2

　また、第１１の本発明は、前記第１の発光手段と前記第２の発光手段の点灯時間を加え
た時間Ｔ1は、前記液晶表示パネルが１画面を書き換える時間ｔに対して、（１／４）≦
Ｔ1／ｔ＜（３／４）の関係を満足することを特徴とする第２または第３の本発明の液晶
表示装置である。
　また、第１２の本発明は、前記液晶表示パネルの書き換え周期は７０Ｈｚ以上１５０Ｈ
ｚ以下であることを特徴とする第１～第１０のいずれかの本発明の液晶表示装置である。
　また、以下に示す他の本発明は、本発明に関連する技術の発明である。
　他の本発明は、ライン状の光発生手段と、
　前記光発生手段からスリット状に光を出射させる遮光手段と、
　前記光発生手段または前記遮光手段を回転中心で回転させる回転手段と、
　前記スリットから出射された光を導光する導光板とを具備することを特徴とする照明装
置である。
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